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本論文は，「Experimental Study on Dynamic Characteristic Dependency of Bridge Structures on 
Vibration Amplitude（橋梁構造物の動的特性値の振幅依存性に関する実験的研究）」と題し，橋梁
構造物の固有振動数および減衰定数の振幅依存性を実験的に検討したものである． 
構造物の固有振動数や減衰定数などの動的特性値は動的作用を受ける構造物の動的挙動に顕
著な影響を与える．したがって，動的作用を受ける構造物の設計に際しては，できるだけ正確な
動的特性値を用いることが必要である．しかし，実際に完成した構造物の動的特性値は設計値と
異なることは避けられない．そこで完成した構造物の正確な動的特性値を得るために，しばしば
振動測定が行われる．しかし，構造物の動的特性値を自由振動実験や常時微動観測により求める
際には，動的特性値の振幅依存性が問題となっている． 
そこで本研究では，実構造物を模擬した鋼製橋梁模型および鉄筋コンクリート橋梁模型を対
象として，動的特性値の振幅依存性を詳細に検討した．また，単体の鉄筋コンクリート橋脚模型
を対象として，振動台実験を併用し，橋脚の損傷とその動的特性値の変化および損傷した橋脚に
補修を行った場合の動的特性値の振幅依存性を詳細に調べた．さらに，実際に架設されている2
径間連続桁橋を対象として，小さい振動レベルの範囲ではあるが，動的特性値の振幅依存性を調
べた．その結果，橋梁模型および実際の2径間連続桁橋において，おもに１次振動モードの固有
振動数および減衰定数の振幅依存性を実験的に確認し有用な情報を得た． 
このような観点から実施した本研究で得られた主な知見は以下のようである． 
1. 本研究で対象とした橋梁模型のおもな減衰要因は，橋脚部材の材料内部減衰，橋脚基部固定部の
逸散減衰および支承部での減衰であり，特に，橋脚基部での逸散減衰および支承部での減衰の影
響が大きい． 
2. 実験に用いた鋼製橋梁模型および鉄筋コンクリート橋梁模型では，1次振動モードの固有振
動数および減衰定数について，同様の振幅依存性が確認された．つまり，自由振動実験時の
最大加速度振幅が増加するにつれて固有振動数はわずかに減少し，減衰定数は顕著に増加す
る傾向が認められた．これらの動的特性値の変化は，おもに橋脚基部の固定条件と逸散減衰
の影響によるものであり，この影響は橋脚基部フーチング上の鉛直加速度応答により確認で
きる． 
3. 橋脚頂部に重りを有する鉄筋コンクリート橋脚模型に対して段階的に振動レベルを増した振
動台実験を行った結果，橋脚の損傷レベルが大きくなるほど固有振動数は小さくなるが，自
由振動実験時の加振振幅のばらつきのため減衰定数には一定の傾向は認められない． 
4. 橋脚頂部に重りを有する鉄筋コンクリート橋脚模型において，振動台実験により損傷を受け
  
る前の状態，損傷により橋脚基部付近にひび割れが発生した状態，損傷により発生したひび
割れにエポキシ樹脂を注入して補修した状態および損傷した橋脚基部付近にさらにFRPシー
トを用いて補修した状態に対して，固有振動数および減衰定数と最大加速度振幅の関係を詳
細に調べ有用な関係を確認した． 
5. 微小振動領域ではあるが，実際に架設されている2径間連続桁橋に対して異なる振動レベル
で振動実験を行うことで実橋梁構造物においても動的特性値の振幅依存性を確認した． 
本論文については，2016年2月9日に本学工学部8号館824教室において，審査委員全員および学内外
のこの分野の研究者，実務者などの出席のもとに公聴会が開催され，その研究内容の発表と質疑応答
が行われた．公聴会の後に，審査委員全員による学位審査委員会が開催され，論文内容を詳細に検討
した．その結果，本論文は工学的に価値が高く，研究内容の学術レベルならびに研究としての独創性
および有用性において優れたもとの判断した． 
よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 
 
